
1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

・平成24年度と同様の利用者数を目標とする。
　　利用者数　666,000人

Ｈ26 H27
目標

H25末
（実績） 目標 成果 達成状況

407,000

137,484 0

木曽勤労者福祉センター　改修工事 143,208 112,720 0

合計 423,863 390,903

666,000 583,564 未達成

0

・勤労者の文化教養、体育及び娯楽の場を、安全・快適な状態で提供することにより、福祉増進を図る。
・労働問題審議会の方針を踏まえ、協議が整った施設については指定管理者である市町へ移管し、地域の実情に応じた運営に委ねる。

・老朽化している施設の多く、安全・快適な状態で利用者に提供すること、また移管後に市町が将来にわたり施設を運営していくための環
境を整えることを目的として必要な改修を実施すべきである。

成果目標の達成状況

項目

施設利用人数（人）

事業番号 06 06 05 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 勤労者福祉施設整備事業 担
当
課

部局 産業労働部

２雇用の促進　３働きやすい労働環境づくりの推進 実施期間 S50 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

勤労者福祉施設条例、勤労者福祉施設管理規則

課・室 労働雇用課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail rodokoyo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
１－６　職業能力の開発と安心できる雇用・就業環境づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

県立勤労者福祉施設の施設整備（改修） 直接
成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績
H26 H27

（当初） （決算） （当初）

県立勤労者福祉施設の施設整備（改修） 直接 佐久勤労者福祉センター　改修工事 141,957 140,699 0

伊那勤労者福祉センター　改修工事 138,698

県立勤労者福祉施設の施設整備（改修） 直接

3,606 423,863 0

合計（A) 2,957 0
615,434

26年度 27年度

当初予算 2,957

補正予算 2,279

区　　分（単位：千円） 24年度 25年度

Aの
財源

5,885 423,863

概　算
人件費

0.10 0.10 0.10

826

2,678 5,828 390,903

0

0 0 423,863 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

勤労者の文化教養、体育及び娯楽の場として、安全・快適な状態で提供するよう努めつつ、市町への移管に向けた協議を進める。なお、
協議が整い、改修工事の完了した３施設（佐久、伊那及び木曽勤福）については平成27年４月１日に移管済み。

目標に対
する成果
の状況

台風８号、１１号、１８号や１２月の大雪など天候不順により利用のキャンセルが相次いだことに加え、改修工事の実施に伴い、施設の一部
または全部の休館を行ったため、目標の達成ができなかった。

 概算事業費（B（A）+C） 3,504 6,654 391,729 0

826 826

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

2,957 5,885


